
令和7年6月4日

項 質問 回答

1
広報業務において貴県が指定する事業者は貴県が監督されるという理解でよろし

いでしょうか。
ご認識のとおりです。

2

仕様・条件等の詳細について、受託後に別途協議により定めるとの理解、また実態

に即した仕様・条件案を受託者からご提案することも可能という理解でよろしいで

しょうか。

ご提案いただくことも可能でございます。

なお、日程および会場は確定済みのため変更は不可とします。

また、本業務の目的を達成するためにご提案いただいた内容を変更する必要が生じたとき

は、県と協議の上、県の指示にしたがうものとします。

3

東京開催分では1階に「特産品販売会場」を設ける想定になってますが、販売事

業者は既に決まっている（貴県からの推奨がある）のでしょうか。

または販売事業者を見つけて調整するところも受託者の業務内でしょうか。

また、販売事業者はどのような条件で出店していただくのでしょうか。

出店料を徴収する場合は出店料、または売上の●％を事業費に補填するような想

定はありますでしょうか。

ご提案が可能であれば、提案内容に含めていただくようお願いします。

（出店事業者の選定・調整は県と協議しながら受託事業者が進めることになります）

また、事業者からの出店料の徴収はいたしません。売上の一部の事業費への補填も想定し

ておりません。

4

2社での共同企業体での参加を想定しています。その場合は、「企業体名」を設

け、必要書類は2社とも揃えればよろしいでしょうか。他に必要なものがあればご教

示いただきたいですが、質問の回答が4日のため、提出までに間に合わない場合は、

準備に時間のかかるものについては受託時準備でもよろしいでしょうか。

ご認識のとおり、「企業体名」を設け、応募申請書は企業体としてご提出をお願いいたしま

す。（氏名欄には、企業体名・代表構成員の企業名およびその代表者名を記載願いま

す）また、「イ 提案者概要」「キ 添付書類」については２社分ご提出をお願いいたします。そ

の他、「共同企業体協定書」も必要となりますが、こちらは受託時の準備で差し支えございま

せん。

5 同移住フェアの過去の開催年度をご教示ください。 本フェアは昨年度（令和６年度）から開催しております。

6 昨年度の受託者と事業費をご教示ください。 昨年度の受託者と事業費については非公表とさせていただきます。

7
ふるさと回帰支援センター共催にかかる経費とはどのようなものでしょうか？また想定

金額をご教示ください。

共催にかかる経費については、仕様書２ページ目に記載のふるさと回帰支援センター事業部

へ問合せをお願いいたします。

8
ステージイベントのトークショーの先輩移住者（ゲスト）や市町ＰＲ（各自治体担

当者）の出演交渉は受注者がおこないますでしょうか？

ステージイベントへの出演者の選定・調整は県と協議しながら受託事業者が進めることになり

ます。

9
「事前申込制」とありますが、昨年度は専用特設ページのみで受付対応されてまし

たでしょうか？
ご認識のとおりです。

10
「受注者自ら有する広報媒体の活用」とありますが、昨年度の実施内容をご教示く

ださい。
昨年度はFacebook広告や新聞広告などを実施しました。

11
プレスリリース作成・配信は、協議後に受注者側で行いますか？又は県指定業者

で行いますか？
本フェア企画運営業務受託事業者が行います。

12 昨年度の移住相談ブースへの相談件数（組数）をご教示ください。 フェアへの来場組数は大阪が147組、東京が289組となります。

13 募集要項内５（３）キの添付書類はコピーでもよいか。

「キ（ア）会社概要等提案者の概要を説明する書類」のうち、「商業登記簿謄本」について

のみコピー可（発行後３カ月以内のもの）とし、それ以外の書類はコピー不可とします。

「キ（イ）県が賦課徴収する全ての県税、消費税又は地方消費税に滞納がないことを証す

る書類」についてはコピー可とします。

なお、発行後３カ月以内のものをご提出いただきますようお願いします。

また、コピー不可の書類についても、提出する７部のうち６部はコピー可とします。（１部の

み正本であれば可）
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